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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、末梢血単核細胞（PBMCs）から効率的に破骨細胞を誘導する培養方法を開発し、

さらに骨粗鬆症性疾患における破骨細胞前駆細胞（pOCs）の差違を検討したものである。P

BMCsからpOCsをCD16陰性でCD14陽性の細胞に純化し、ST2と共培養することにより、破骨細

胞が効率的に誘導されることが明らかとなった。また、関節リウマチと原発性骨粗鬆症のP

BMCs中のpOCsの差異を検討した結果、骨粗鬆症に比べて関節リウマチのpOCsが破骨細胞に

分化する能力の高いことが示唆された。かかる知見は、効率的な破骨細胞誘導を可能とす

るとともに骨粗鬆症性疾患における破骨細胞前駆細胞の分化能の違いを解明したものであ

り、明らかに学術の水準を高めたものと認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


